










1930年代 か ら40年代前半 の
日本 のポスター に見 る諧調表現 につ いて


















この 「紀元二千六百年記念日本万国博覧会」 というのは,政 府が1940年をわが国の紀元二
千六百年と定め,これを機に,国体 と国土を見直そうと計画 した催 しで,戦 争に向けて国民の
気持ちを高揚させる目的があった。万国博覧会 自体 は結局実現 しなかったが,し かしこのポス
ターはいち早 く印刷され,全国各地の駅の掲示板等に貼 り出された。 このポスターにおいて,
説明的な要素 ばなく,写実的な表現もな く,富士山の形は極端に抽象化されている。 しかしそ
こに諧調表現を用いることにより,画面が単調な ものに終わ らず,奥行 きや透明感や情緒的な
雰囲気を醸 し出している。
今回検討するのは,ポスターの中に見 られる諧調表現についてである。 ここで言 う諧調はあ
る色か らある色へと滑 らかに変化するぼか し,いわゆるグラデーションを指す。
29
写真を印刷 に置 き換える場合や諧調を持っ原画
を印刷する場合に,そ の諧調 の再現性 は常に印刷
の最 も重要 なポイ ントであった。1896年に網目ス
クリーンが開発 され,平 版において写真や絵画等
















え,ポ スターという大衆を対象 とした媒体における諧調表現の持っ特性 と意味にっいて明らか
にしようとするものである。
まず第1章 で当時のデザイン界の状況を概観 し,第2章 ではこの時代のポスターの中で諧調
表現の見 られるものをい くっか取 り上げ1そ の表現にっいて検討する。第3章 では技法の検討












この時代は欧米か らアールヌーヴォー,ア ールデコ,表現主義 構成主義などの様式が一時
期に流入 した時代であり,同時にグラフィックデザインを支える印刷技術の大 きな変革期でも
あった。
m製 版など写真を使 った製版が可能になり1),図案家つまりデザイナーは如何に うま く絵
が描けるかということよりも,如何にうまく図版,写 真,文 字などを レイアウト出来るかとい
うことが,問われるようになる。そして,1926年(大正15)には図案家の組織 「七人社」(代
表/杉 浦非水)や 「商業美術家協会」(代表/多 由北烏)な どが設立される。剛
日本において海外のデザインの情報は,ド イツの雑誌 『GebrauchsGraphik』やイギ リス
の雑誌 『ArtandIndustry』等の輸入 という形で,一部 のデザイナーたちには知 られていた
が,日本における雑誌の創刊,1926年の 『広告界』や,1927年のポスター研究誌 『アフィッ
シュ』によってシェレ,ロー トレック,ミ ュシャ,そ してカッサンドノL,ポール ・コラン,ジャ
ン・カル リュ等が紹介 され,日本のデザイナー達に多 くの影響を与えた。 日本において欧米の
ポスターの現物がまとまって紹介されたのは,まず1921年(大正10)の 『第一次世界大戦 ボ
スター展』2),っいで1927年の 『世界ポスター展p3),そして1934年(昭和9)の 「国際商業技
術交驩展』4)である。『第一次世界大戦 ポスター展』では,ポ スターの持っ役割,ポ スターの形








変化 し始ある。 モチーフの中心はモノか らコ トへ ζ移 り変る。1938年(昭和13)には 「日独
伊商業美術交敏会』が開催され,戦争に向か う国家間の利害関係が明確 になり,1940年(昭
和15)には報道技術研究会7)の結成,1941年には大政翼賛会8)が発足 し,日本の広告は国家に









ブラシを用いて諧調を付け,画面に奥行 きを感 じさせている。 しか しここでの諧調表現の用い
方は,物の影,陰 影の表現の延長であり,色面における色相の変化の美 しさを引き出すもので
はない。
1938年の河村運平作の 「天然粉わさび」のポスター(図3)に おいては,エ アーブラシに
よる諧調 は,人物の服装やわさびやおろし金の表現に,単純化 した陰影を施すことによって,
軽快な リズム感を導 き出している。そ して文字の背後に施された諧調は,それが単に影 という
のではなく,背景の青 と文字の黄色の間に介在することによって,画 面上で,図 柄と文字が同
一の次元に位置しているかのように溶け込んで感 じさせている。
1938年の今竹七郎の京阪電車のポスター 「水泳 はびわ湖へ」(図4)では,人 物 自体の陰影
の表現にエアブラシの諧調が用いられているが,そ れ以上 にこの画面を特徴づけているのは,
人物の輪郭の外側から背景に溶け込む白い諧調表現である。琵琶湖の水の色を表わす青緑のバ ッ
クに対するこの白は,人物に降 り注 ぐ太陽の光なのか,水 の輝 きなのか,あ るいは水面の光の
波紋なのか,明確 には説明できない抽象性を持っている。 もしもこのポスターでこの白い諧調












これと同 じ表現 は,多田北 鳥の 「キ リンビール」(図5)のポスターにも見 られる。群衆の
描写においてその輪郭が背景に溶け込むようにぼかされているが,こ のポスターの中心 となる




1940年前後の作と見 られる 「ジーエス蓄電池」のポスター(図6)の 場合は,電 池 自体を
直接的なモチーフとはせず,自動車を描いている。 自動車の周 りに人物 も描かれ,この自動車







1936年の 「躍進日本大博覧会」の2枚 のポスターはそれぞれ鳥 と日本国旗,飛 ぶ飛行機,
そして塔のある町並みのシルエットという同 じモチーフが扱われているが,そ のうち図7の 方
は,鳥の顔の向きと飛行機の翼の後ろの諧調,日 の丸の国旗の諧調,さ らに 「躍進日本大博覧
会」の文字 に施 された諧調が同じ方向であるため,そ の画面には一定の法則を持 った流れが感
じられ,安定感がある。一方図8に おいては,幾何学的に構成された鳥に諧調が施さ礼 スピー
ド感ではなく,柔 らかい リズムが生まれている。同 じ年に制作された 「輝 く日本大博覧会」の





に,半ば抽象的にあ らわしているもの,モ チーフの輪郭の外側をぼか しているものなどさまざ
まである。 しか し,いずれにも諧調表現が用いられていることにより,モチーフは柔 らかさを
保ちなが ら膨張 し,イメージを力強 く訴えてくる。













なり,モチーフが光輝 くようなイメージはない。おそらくバ ックの色彩との対比を強調 し,力
強さを打ち出そうとの意図で表現されたものと考えられるが,必 要以上に図像の明快 さを追求
しているともとれる。
戦争の足音が忍び寄る気配を濃厚 に感 じさせる京都市の 「軍事援護」 のポスター(図13)
は,バ ック全体に大きく諧調表現が用いられている。空間的な広がりと奥行 きを導 きだし,赤
か ら黒への諧調は渾沌 として,掴 みきれない不気味ささえ感 じられる。
このよ うに公共的なポスターにおける諧調表現は,先 に見た商業ポスターにおいて時代 とと
もに顕著 になっていった抽象性がさらに強 くなり,画面全体の印象を支配する重要な役割を担
うようになる。
ところで,1935年に大阪で開かれた第3回 商業美術連盟展9)のカタログを見 ると,何 らかの
諧調表現が使われているものが非常に多い。その内訳は以下のとおりである。
出品作の図版資料が現在は白黒写真 しか残 っていないが,そ れらのポスター上での諧調表現
の用いられ方を見ると,以下のように分類できる。








図to「 支那事変国債」1937図11「 赤十字デー」 図12r貯 蓄報国週間亅 図13「 軍事援護」
施す ことにより,柔らかな情緒を醸 し出 している。
2.構成主義的な画面 に諧調を施 し,奥行 きとともにリズムを導き出している。
3.一定方向に諧調を施すことにより,モチーフにスピー ド感をもたせている。
4.画面中心のモチーフの輪郭の外側に諧調を施 して,そ のモチーフ自体が発光 しているかの
ような効果を狙っている。
この展覧会に出品された作品は必ずしも実際に使用された印刷物のポスターではなく,作者
が想定 したテーマを元に原画を作成 したものが多くを占あ,そ のためポスターとしての詰あの
甘い部分は多分に感 じられるが,し か しその分,作者の表現 したいイメージが前面に押 し出さ
れ,諧調表現による作者の自己表出もまた,大 きくなっていると解釈できる。





1928年の 「商業美術全集』の第2巻 ・実用ポスター図案集 の中で東京高等工芸学校図案科
教授の宮下孝雄は 「ポスター作画に就いての技術上の問題」 と題 して以下のように述べている。
「最近私は国産振興大礼博覧会のポスターにスプレーを応用 して印刷原稿に附 したことがあ
る。 この方法はぼか し版の作成に都合のよいものであって,作 画の労働時間が減縮 される。」




図14A.M.カ ッサ ン ドル 図15A.M,カ ッサ ン ドル 図16里 見宗次 図17里 見宗次
rグラン ・スポール亅1925「 北極星号」1927『KLMオ ラ ンダ航空」1934「 アメ リカ機関車鉄道」
1939
シの表現に似ていると述べている。 日本では1920年代 にはまだエアーブラシは広 く普及 して
おらず,ス パ ッタリングによる諧調表現が中心であったが,欧米ではその装置はすでにある程
度の レベルまでは達 していたと考えられる。1°)
我が国で初めてエアブラシを用いたポスターは,1925年に多田北烏u)が制作 した 「銀座 ・
松屋呉服店」のポスターであるといわれている'2)。彼はその後,キ リンビールなどのポスター





カッサ ンドルは1923年に制作 し25年の現代装飾産業美術国際博覧会でグランプ リに輝 いた
ポスター 「オ ・ビュシュロン」ですでにエアブラシを使い始めている。 そしてその後の諧調の
表現方法はさまざまで,25年の 「グラン・スポール」(図14)では中心をなす モチーフの輪郭
に諧調を施 し,写実的な描写の帽子と単純な輪郭線の人物を巧みに融合させているし,27年
の 「ル ・プログレ」では極めて単純な幾何学的構成の全面に諧調を施す ことによって,平 坦な
画面にリズム感を与えている。そして彼の代表作の一っである27年の 「北極星号」(図15)で
は空の描写,地 面の描写,線 路の描写,そ してタイポグラフィの部分に諧調 を用 いてい る。
その諧調表現は情景の写実的な表現よりも,北極星の明るさと遠近感,そ して列車のスピー ド
感を表現するために用い られている。
広告評論家の中井幸一はカ ッサンドルのポスターにっいて,「平明な描写に加え,大 胆 に細
部を省略 した衝撃的視覚と,香 り高い叙情性を持 っている」と評 しているが13),この叙情性を
支えるもの こそ諧調表現だと考えられる。
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図18ジ ャン ・カル リュ 図20小 畑六平 図21ジ ャン ・カル リュ 図22r陸 軍記念 日」
rモナ コ水族館亅1926『 世界一周大飛行」1939『 パ リ万国博覧会亅
1937
図 ¶9ジ ャ ン ・カ ル リ ュ
「Give'emBothBarrels
カッサンドルの表現は全世界に影響を及ぼすが,日
本においてもその傾向 は顕著で,特 に当時の満州 《大
陸派》14)と呼ばれるデザイナーたちの間で はカッサ ンド
ル調が主流を占める。 日本軍の宣伝戦略 として作 られ
たそれ らのポスターにも諧調表現 は用 いられ,そ れ ら
はモチーフを大きく見せたり,神 秘性 を持 たせた り,




スター 「六 日間自転車競争」(1933)や「KLMオランダ航空」(1934)(図16),「アメ リカ機
関車鉄道」(1939)(図17)などでふんだんにエアブラシを用いる。一定方向に施 された諧調
が多 く,そ こには 《スピー ド感》や 《速度》が色濃 く表現されており,1909年のマ リネッティ
の未来派宣言以来の造形の一っの流れを汲んでいる。
カッサ ンドルと並ぶフランスのポスター作家 ジャン ・カル リュ15)のポスターもほとんどが
諧調表現を用いて制作されている。1926年の 「モナコ水族館」 のポスター(図18)な どはス
パ ッタリングによる諧調表現を用いてモチーフに余韻を持たせた情緒的な画面を構成 している
が,そ れらは粒子 の粗 い諧調であ り,人 間の手のもっ温かみが感 じられる。 それに対 し,
1931年の 「現代芸術家連盟展1の ポスターや1932年のポスター 「PourleDesarmement」
や第二次世界大戦中のアメ リカでのポスター 「Give'emBothBarrels」(図19)においては






けられる。国旗を扱 っているという点だけでな く,ともに黒い諧調表現を用いて,国 旗に使わ
れている多 くの色彩によって画面が散漫になることを防ぎ,全体を引き締めている。 この作者




1935年の第3回 商業美術連盟展において出品作 の大半がエアーブラシを用いていた り,1937
年11月に開催された兵庫県の学生愛国ポスター展で も 「素人 と思えないほど巧みにポスター
カラーを使用して,振 り網を使いこなし,中にはエアーブラシを使 ったものさえあった」と,
高島屋宣伝部の今竹七郎は語っている17)。










界を追 うこととなる。欧州では立派 に作家の魂 と取 り組み乍,我 が国では奇妙な道化を繰 り返
していることの矛盾は反省されるべきである。」19)
つまりエアブラシという新 しい機械 とその手法が,諧調表現の持つ効果や可能性を導き出す
という役割を超えて,表 現の流行 と氾濫を招 くという危険性が指摘されたのである。
特に大衆を対象としたポスター制作 においては,真新 しさや流行に迎合することも大切な要
素であるために,エ アブラシによる諧調表現 はかなりのスピー ドを持って人々の視覚言語のひ




















本万国博覧会」のポスター(図1)や 京都市の 「軍事援iの ポスター(図13),そして 「陸
軍記念 日」のポスター(図22)に見 られるバック全体に施された諧調表現は,空 間の奥行 き,






1930年代か ら40年代前半の日本のデザイ ンにおいては,国 家の打ち出 した政策 もあって,
グラフィックに限 らず全体的に 《日本的なるもの》というテーマが叫ばれた。
ポスターにおける表現は,こ の時代以前 に江戸時代か らの日本のグラフィズムを一旦否定 し,
生産技術の発達に立脚 した,欧米からの様式の咀嚼と引用,展 開が図 られていた。 しか し,日






ために,余計なものを取 り去り,平面的に簡潔に表現 していく手法が発達 した。1930年代,
欧米のポスターにおいて諧調表現が盛んに用いられるようになった背景には,こ のモダニズム





化されたイメージの橋渡 し的な役割を担 うことができた。 フラットな色面構成的な表現に諧調
を施すことにより,その無機質でクールなイメージに,写実的表現に近い情緒的な要素が加わ
る。また,画 面に光と陰や,奥行 き,広が りを与え,イ メージに膨 らみをもたせることが出来
る。
商業的なポスターにおいては,商品がモチーフの中心 になることが多い。ポスターの鑑賞者
に対 して如何に強 く商品を認識 させ うるかという点に焦点が絞 られ,画像が形成される。商品
自体を描 く場合に,ただ写実的に描写するよりも,そ こに誇張や省略を加え,印象を強 く植え
付けることができれば良いとする考え方 も生まれる。 また,そ のモチーフの輪郭に諧調を加え
ることにより,バックの色彩との対比というだけでな く,アウラを放 っているような,美化 し
た印象を持たせることも行なわれる。
それに対 して公共的なポスター,す なわち政府や軍 赤十字などのポスターは,具体的な商
品などを主題に押 し出すのとは異なり,イメージや雰囲気 というものが重要な鍵となる。商業
広告と同 じく中心 となるモチーフに諧調を施すことが行なわれる繊 しかしここではそのモチー
フの具体性よりもそこか ら派生する事柄に重点が置かれるため,さ らに抽象化を進めることも
可能である。フラットな色面の持っ力強さに諧調表現を加えることにより,画面の中のモチー
フを膨張させ,国 の権威といったものを象徴的に表わ した り,光やスピー ドを演出することに
より,戦いに勝っというイメージを醸 し出すことが出来たのだと考えられる。




日本人の中には,視覚要素に限らずあらゆる表現において,顕然 として諧諷 ぼか しを多用
40
す る傾 向が存在す る。 ポスターにおいて は,そ の後 の時代,1960年代 や1990年代 に,版 下作
成 の技法 や印刷技術 の進歩 にともな って,よ り顕著 に諧調表現 が用 い られる22)。
諧調 表現 は,余 韻,広 が り,奥 行 き,移 ろいといったイメー ジを もって い るが,こ の1930
年代 か ら40年代 とい う戦争 に向か う時代 において,国 の権 威 や威 力 を誇 示 した り,現 実 を抽
象 化,美 化 したり,空 間や時間を超越 し,未 来 に通 じる希望 とい った ものを具現 化 す る方 法
と して定着 した,1っ の様式で あったと言え る。 イデ オロギ ーと諧調表現 が結 び付 き,そ して
さ らにい うな らば,諧 調表現 の醸 し出す情緒が一般 大衆 に対 して語 り架 け る雄弁 さを もってい
たのだ と考え られ る。
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p12
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